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京
都
哲
學
會
規
約

｝
、
塞
禽
は
展
義
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
圖
る

こ
と
を
圏
釣
と
す
る

一
、
右
の
一
且
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
魯
誌
「
哲
學
研
究
」
を
登
行
す
る

口
　
毎
年
公
開
講
演
愈
を
開
く

㊨
　
随
時
研
究
曾
を
開
く

「
、
本
魯
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
宮
及
び
委
員
禽
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
囑
す
る

｝
、
本
魯
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
禽
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
愈
は
禽
員
組
織
と
し
禽
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
翻
函
館
・
其
他
の
團
膿
は
團
膿
の
名
を
以
て
入

倉
す
る
こ
と
が
で
き
る

【
、
倉
員
は
會
費
と
し
て
年
二
、
○
○
○
圓
（
禽
誌
三
珊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

｝
、
魯
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

｝
、
本
影
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

一
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る
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哲
學
會
役
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ヤ
ン
・
バ
ト
チ
ュ
カ
氏
は
、
顕
本
で
こ
そ
、
ま
だ
余
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
東
欧
圏
を
藁
蓑
す
る
高
名
な
哲
学
老
で
あ
っ
た
。
茂
は
若
い
頃
、
・

チ
ェ
ッ
ロ
・
ス
ロ
バ
キ
ア
か
ら
給
費
学
生
と
し
て
フ
ッ
サ
ー
ル
の
許
を
訪
ず
れ
、
当
時
フ
ッ
サ
…
ル
の
助
手
を
し
て
い
た
フ
ィ
ソ
ク
の
好
遇
を
受
け
て

現
象
学
を
学
び
、
帰
飼
後
、
母
国
に
現
象
学
を
広
め
る
と
と
も
に
、
ま
た
ラ
ン
ド
グ
レ
…
べ
と
も
ど
も
、
チ
ェ
ッ
コ
構
造
主
義
の
領
袖
と
し
て
、
名
実

と
も
に
詣
遵
的
役
満
を
果
し
て
い
た
。
氏
は
、
終
生
自
由
と
平
和
を
愛
し
た
碩
学
で
あ
り
、
”
プ
ラ
ハ
の
春
”
以
降
、
チ
ェ
ッ
コ
を
襲
っ
て
い
る
反
動
化

の
嵐
の
中
で
、
自
由
の
火
を
護
り
続
け
ん
と
す
る
人
々
を
代
表
し
て
、
《
憲
章
7
7
》
と
称
さ
れ
る
自
愛
宣
言
に
署
名
し
て
い
る
。
追
り
来
る
政
治
権
ヵ

の
圧
力
と
、
思
索
す
る
こ
と
の
本
来
的
意
味
で
の
自
虫
と
の
葛
藤
の
中
で
、
思
索
家
と
し
て
の
自
己
に
忠
実
に
生
き
た
氏
は
、
先
頃
鍛
九
七
七
年
三

月
〕
プ
ラ
ハ
に
お
い
て
遜
去
し
た
。
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命
隔

告

【
、
本
曾
は
禽
員
組
織
と
し
倉
員
に
は
資
絡
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
嘉
吉
閏
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
暫
學
霞
（
振
替
口
座
京
都
四
〇
三
九
番
　
京
都

哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
二
、
○
○
○
圓
）
を
お
携

込
下
さ
い

又
倉
員
へ
の
禽
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
饗
費

に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
贈
臨
一
番
町
一
七
番
地
翻
文

無
（
振
替
口
座
東
京
ニ
ー
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

｝
、
倉
員
の
韓
居
・
入
退
愈
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
声
繕
落
雷
に
御
通
知
下
さ
い

一
、
本
誌
の
編
輯
に
旧
す
る
通
信
・
蔚
刊
書
・
審
贈
雑
誌
等
は

本
倉
宛
に
お
送
り
下
さ
い
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註
　
文
　
規
　
定

｝
、
會
員
以
外
の
購
讃
老
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
就
」
へ
御
暗
込
下
さ
い

　
、
本
誌
の
御
荘
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
定
償
七

〇
〇
圓
、
送
料
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四
〇
圓
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葡
金
に
て
お
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り
下
さ
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